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水渥業強硬針晶につい官

(詞縄県名護市・総儲f曲ーその8・基J事計画-4)
記念..・・F 聞紙 風前 同糾

7'.梢環相、地持嵐長、奮材刀、ポ凶暴言三静、申村誠司

哨みd富野義ーか
1. 荷縄米産振動3蕃膚保~tt- d .振軍事国梯a舘忠(~臨時毒薬湯撃の賛成) (怯1)
長い向換婚を来車に撤挺されてきた詞鵠;官埠Z恩義の

援母きには、何よりも全曇民地語解ι機動b~!Rì尋ぜある.

1 )霞威掃塘保全の貼事泣.

最蜘抜問者.本主賓$1占め、議詳博嗣起械が
ピの古b陶器L'Cよゐ赤.:t.o> 逸品荷主ι b~象者ぜあゐこと.

2)水産業応対古ゐ体粂閑語解a広毒住.

操業は種主的婚訴では揺解fきがい.現、撃の個有の

価値と持系の偏昆凶提諸事力、ら亭噴胞が捜解ヘ.

3) ;宮単操業再認舗の!t'事性

サニゴ鴻威は最もをr1E1.. 1:: 笠物相ずあ~..~宮埠議案
を黙視、軽視して;農業振興は絶泊lこあリ働£いこと.

4)米軍讃菅沼誠髭涯の応動主

主式首器量威主強占すゐこの5暑威m誕遅t~ l..~ニ、神縄
m君、業振嘆はあり婚桔い(補償、操業費話宮、操業意披)
5)浪業政績史への揺解d)!Jt，"街宣

凋治拡話以来的情l回帰還認政癖"の3農業への動撃か

米軍総論下におげる現業政擦の繋壊ぷりの理解.

2 .水産業展期m基卒砲課題

基礎条件ヒヒbl乙水差業振興に史沙位向童要課題

1 ).語、港および燭匙施設m笹備・窓越

織の改良・純愛、繍・;農具保全補給施設似.

2). ワリ舟の抵4~む・犬型化促進

りリ舟の~産位向』ニ、組緒型導入‘裳壷担rr.{~{1ι1;;ピ.

3). ~.患局m保護・向指

議場活殺務止、環場能良、暫語、場前向指tJピ.
4).鞍Lい謀議・Z農具の導入ι期括
iEta・;強要己主良、動技術導入 踊拷持制強イじf示ピ.
5).漏絶滅棋の整備・16襲
各種機設の改良・幸町説、議糧4者鞍組織、の韓4t，1詰ピ.
b).地蝋細工注意の促進

各種如エ'i産・権設・組織、の強イじ‘地減産品は ~o

吋)..l/:.の地・鴻民集会商情緒綾‘住洛撮境整備‘像縫

渚督反対様、3県域暴金条例‘鮮魚Jj¥高指肴品、低t.. 

註-1.8操都知.1'Ir'f調初旬撤回、が.この怠業譲駒肴胎必:(1)
;-.q〓鼠J，l".巧与'J.~均ピ孟泌さ1(;を濁織で勧，~"

註-2. 目標章訟は.1"'5 民局さ主制乙日号期比瓜絡匙協趣題~.. 

① 専業漁家の育成

現在の個人経営体(133体〉のうち約6翻が、自営漁.を玄とする

経営体であり、との庖と自信漁業を従とする経営体の約5舗を、沿第、

沖合漁業における専.漁titj:して、当面 (1まぽ5年以内〉育成するも

のとするo 72体+(53体x0.5)宇 100体

② !i 9舟近代化、大型化

混有漁船の約7割を 1-5トンの漁船として整備し、治鯵漁業を当

面の主海漁業主 して育成するものとする。

134隻x0.7宇 100隻

@ 沖合、養漉漁栄への進出

以上を基縫としながら、技術・資本の醤積、漁村社会の安定化を計

りながら、漁業労働力の確保・鉱大Kつとめ、また生摩組合や傷梁・

共同経営などを育成しつつ、漸次沖合・重量灘漁業へ進出するものとする。

4. ~智来予測(議揃勢D 、生産錦、経嘗体‘霊長護者)
① トン致jIJ・漁船働力比の鐙化予測

現況〈隻}
α主-2)

目線〈隻〉

1トY未満・ 107(74.8~) - 50 (27.8~) 

1-5トン・ 28 (19.6 ) - 100 (55.6 ) 

5-50トy・ 3( 2.1 ) - 20 (11.1 ) 
50トν以上・ 5 ( 3.5 )一 10( 5.6 ) 

合 計・ 143(1()0 ) - 180 (100 】

② 漁船階婦別生産額〈比〉の予測 ( )は1973年鑑

α主-3)
目標〈隻〉平均~:，I致 F ・:.1ä!1生産額申柄。生還額。~比率~

1トγ未満・ 50x 0.6 (0.53) x 200 (182) = 6，000 ( 2.5) 

1-5ト y・100x 4 (2.2) X150 (110)= 60，000 (25.9) 

5 -50ト:，1. 20 x 35 ( 31) x 70 ( 46) = 49，000 (2L2) 

50トγ以上・ 10 x 250 (237) x 40 ( 31) = 100，000 (4乱2)

採 貝 草・(1トν未満胞に含まれる}

養 殖・年平均成長率2215とする【笹ーり;， 16，500 ( 7.1) 

合 計・ = 231，500 ( 100) 

@経営体、段集者数の予測

@ーイ.まず総生産額を将来すべて個人経営体で分担するkすると、

経営体数・ 140体『約517体

it望書者数・ 278人 『 約772人

となるが、との前提はきわめて非現実的なものであるう。

③』ロ.次申E将来の総生涯舗のうち、滋f!F漁業生i!ftc相当する分を図

体色営体が分担するとすれば

経営体数・個人経営体 133体『約294体

・図体経営体 7体-10-20体催期

採業者数・個人経営体 161人『約410人

・団体経営体 117人→ 150-200人 E縫定〉

となり、結局経営体は300-330体、就集者数は550-600人程度

が見込まれるととになるう。

詰-3. 晴義明トL当日生意担桶.t陪‘強栓伺上と喝:t漁怠婚姻I~
ムて建訴される. 話竃乱白 C~1.処{お

註-4.朝包世暢4外.1)..勧角蜘蜘風輔語恥8:2(31ω
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鵬到撫*-1.ft也区の展開方何(個人経獣本さ中心として） 右･女蚤､縁･雇用渚、黒･緊勤淘鮎､緋。 6

■

図－1流漣溌機袋備蓄i画．
5．予調噸の瀧寸と今后の課題

以上の自榎議定上算定の結果、目

標賭魚（1983罫)の漁業総生潅頼は

約2撫円となり、197鱒の約4倍の

戎長が見塾ま肌ることになった．こ

肌によって名謹市漁業の生産構造ば

､遠洋（堀%）、沖合(10%)､譜岸

（1ﾜ％）という職蓮ひょうたん型〃

が､鱈羊(4ろ％)､沖合(21%)､沿岸

（ろ6%)､と大きく是正ざ肌るこ上腿

なろう。この目標上予測値厘､晶護

市､漁協雛老によっても確認ざ爪

、鐙ｲ壬比縦｡桟漁港としての矛2穫

狛講鱗の銭麦とともに瀧振興湊

ぶ施信さ肌っっある。またざら児筆

着らの参加によって、菊らい､r漁

民村青歳討画」が進めら収っっある。

今届ば名謹諺、甥也区、各団体の

生涯構造や樹生、をのあり方危ピ､ま

あ菊梗謝し、きめの細かい契漉掴

が作威さればけ帆伽らぽい。

爵危にこの調査?計画に当っての

漁民の泳瀞各漁協､名謹市、沖縄

県の関係名位のご勘喜、ご協力に封

し課く謝意乞漉します。

組電畷謝集団､鞭拡工大議師、縄

裳－2氷産業振喫拳業謝画(才2噸謡岸謹鰯鋪糠紳心上LT)

●中心的機髭のもの●中規模のもの・小規模のものo地区内で場所を配分するもの

鰐醸計集団・早大吉飯研､糾省紳圏総合鋤画臓尭苅､鯛催飾’轍j企画塁

恭新中工縮鋼獅､澗霜鐸討集団、
－1022－

集落
屋営体故

従薬者孜

漁鉛孜

平均トン盆
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董馳感動
型

自由漁寒
型

約8刺の径営体が、自由涜嘉を主として
いるが、大手が在来型激法である｡一遍
にマキアミ．シキアミも見られる力因・漁
鉛大型化と生産竃向上が比例していなW，
生産風は、3地区で一番廷し賭しがし、約
4銅の隆君体が101-200万円童でに集
中し比佼的画安定毎はしている。約765
”nトン未溝の漁魁である《

名望、許田漁港を改良し、名凄漁港には。各誼関速施詮の他、北駆一帯の
生鮮食料品市場壁謹け、北甑漁薬の一大提蝿港とずる◎
一方融魁の大型近代化によって堅実な沿岸徽菜を宵成丁ることとし。その
ために名謹濁一密について。漁墜投亜、要いそ．消波施段などを施十｡
また全体に、釣り．はえなわなど窪釆激法の改良と同時に・底びき網、マ
キ網などの高飽率撤法を導入し・それらを基廻として10～50トンクラ
スの漁魁を建造し、沖合中型まき開激栗や．かつを一本釣．まぐろはえな
わ漁薬などへ進出する。．‘．
また樋民や後継者のための集会・研修の中心セッター逓設丘する。
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漁栗
某

型
漁権

型

ほとんどが温委櫨激裳に依存L・採貝．

定硬飼が展済的隠も大半を占め、平均生
産額も一番高い。しかし．屋我地と羽地
に大きな差がありすぎ、今後の操晒であ
る｡また画羽地内海の汚染は深刻であり
大きな問阻である｡

漁媛は杓a5創が1トン未潰の＆ので3
地区の中で、一番小型である‘

仲尾次の微港改良と関連擁陵墓傭によって．内海地区の集出荷の擾拠港と
ずる＠屋我地"にも漁港を－ヶ所新設する。
採草．定匠網などは重要漁種であり.･今後とも積極的に保塵，していくこと
とする｡そのために内海の浄化を行い．番養麺のセンターとする。具体的
には内海海産の勝うん壁地や海水交涼改蕃掩設事薬など蓬行い、あわせて
増養殖握具事某を行う｡．．
また全体に激家特性に応じたクリ舟近代化．大型化に上って、一定程度の

霊駕篭V諾:溌欝鶴農霜謬鶏鰭溌霧謡篭
期することとする。
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四
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“
鐘動
型

漁薬櫨漁

乗◆
自由歯薬

型

穂柔竃と自由漁薬に半分づつ依存してい
る、激鉛の大型化が一番進んだ地区であ
るが．漁酋に有力なものがなく。大型化
と生童観が比例していない⑨
主た専藁率も一番高じ､地区であるが、生
産顕は．それほど伸びていなし､穐港は
まだほとんど整晦されていなむも

辺野古漁港を改良し、東海岸地区の集出獄の恨拠港とし、あわせて汀間・
安部などにも漁港を改良．新殿丁ろ｡
また一帯は、養殖漁某の可僅僅も大きいので、当面漁協などが中心となつ
て試験など壁行う。また全体に識家持住に応じたクリ舟近代化・大型化に
よって、一定固度の自由漁乗や狩可
キャンプ・シュワープ跡地は、農畜
産薬の一大試験．研完．実習のセン

繊栗の授頁を計る、
迩薬の研究施設として活用し、沖縄水
ターとし、あわせて辺野古一帯の発展

の要とする。また一帯には観光開発も多いが、
慎重鱈対応する必要がある｡民宿についても、

自然・資源保鍾の立場から
事前に充分掴麦・研究が必

－凸

麺である｡ ■
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